
　　フルハーネス型・胴ベルト型いずれの安全帯においても構造

　規格に適合したものとし、使用に当たっては使用前点検を実施

　し、作業床を設けることが困難な場合には、防網を張り、作業

　　　　　　　　　　　　　けに行われ、函館の納涼まつりとし

　者に安全帯を使用させる等、墜落による作業者の危険を防止す

　るための措置を講じてください。

　〈　安全帯(墜落制止用器具)の使用　〉

  　高さが２ｍ以上の箇所で、墜落により作業者に危険を及ぼす

　　　　　　　　　　　　〈開催日時〉

　

　　７月１日(水)～３日(金)、北海道函館工業高等学校環境土

　せられ、建設業の役割や仕事

　われました。「建設業は地域

　低所での作業あなたは油断していませんか？』を参考に、はし

　　　　　　　　　　　　　　湯の川温泉花火大会は、例年、秋

　　　　　　　　　　　　　風の気配を感じる旧盆（八月盆）明

　　　　　　　　　　　　〈開催場所〉松倉川河口

　〈　リスクアセスメントの実施　〉

　　設計段階、計画段階等においてリスクアセスメントを実施し、

　　

　配水池更新工事他３現場で行

　の人々の暮らしを支える大切

　た」などの感想が２人から寄

　な仕事であることを学びまし

　木科２年生２人のインターンシップが、森林管理道佐女川線

　高所での作業を必要としない、又は高所での作業が少なくて済

　む工法や作業方法を採用するなど危険有害要因を根本から除去

　しましょう。

　〈　作業床の設置　〉　季を迎えました。７月は熱中症防止対策の重点取組期間です。

　　　　　　　　　　　　　　　　また、渡島・檜山管内では本　

　　　　　　　　　　　　　　　　年５月末の時点で、昨年５月

　域の守り手」として真っ先に復旧・復興に携わるとともに、ま

　うするべきか」を一人ひとり

　た、昨今老朽化が進む公共インフラの整備・更新など建設業の

　果たす役割と地域からの期待がますます大きくなっています。

　暑期間の長期化や激甚化・頻

　　　　　　　　　　　　　　　　業災害２件と不休災害１件、　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　今年度も５月に休業０日でし　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　たが事故が１件発生しました。　　　　　　　　　　
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　らされ、年々厳しさを増して

　今年のスローガンは「多様な　

　

　　建設業を取り巻く環境は、

　います。一方で建設業は、自

　然災害が発生した際には「地

　発化する自然災害の猛威にさ

　地球規模の気候変動による酷

　国安全週間です。本週間は「

　人命尊重」という基本理念の

　人材　全員参加　みんなで育

　日(火)の一週間は99回目の全　　

　てる安全職場」です。　

　

　動の定着に貢献してきました。

　の安全意識の高揚及び安全活

　災害防止活動の推進と労働者

　下、昭和３年から一度も中断

　徹してまいりましょう。

　することなく実施され、労働
　守し、「安全に働くためにど

　安全帯を使用させてください。その場合、防網を張り、安全帯

　の取付設備を設け、その設置場所、使用方法等を関係作業者に

　周知してください。また、高さ５ｍを超える箇所で作業を行わ

　や、荷の上げ下ろし等で手すり等を一時的に取り外すときには

　　高さ２ｍ以上の箇所で作業床や手すり等の設置が困難なとき

　　戸沼岩崎建設株式会社　

　　代表取締役社長　戸沼　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　末と比較して、休業災害が土

　床の端、開口部等には、手すり、囲い等を設けましょう。ただ

　おそれがある作業を行う場合は、適切な作業床を設置し、作業

　　職員の皆さん、協力会社の

　工事関係者の皆さんには、日

　々の施工にあたり、精力的に

　取り組んでいただきこの場を

　借りて感謝申し上げます。

　　さて、７月１日(水)から７

　について理解を深めました。

　

　　　　　　　　　　　　　晩夏の夜空を彩ります。

　　　　　　　　　　　　　て親しまれています。

　　　　　　　　　　　　　　花火は松倉川の河口付近から打ち

　　　　　　　　　　　　　上げられ、津軽海峡沖に浮かぶイカ

　　　　　　　　　　　　　釣り漁船の漁火（いさりび）と共に、

　　　　　　　　　　　　　　　　いけません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　熱中症防止対策が必要な時　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　木工事で３人多い14人、建築

　　　　　　　　　　　　　　　　工事で５人多い７人という状

　　　　　　　　　　　　　　　　発生することもありますが、　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　だ大丈夫」などという安易な　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　個人的な判断で作業をしては

　　　　　　　　　　　　　　　　決して「自分は大丈夫」「ま

　　　　　　　　　　　　　　　　況です。偶然が重なり事故が

　　　　　　　　　　　　　８月22日(土)19時40分

　また、北海道の市街地でもヒグマが昨年以上に数多く確認さ

　れています。現場や状況に応じた安全管理が求められます。　

　思い込みや慣例に囚われるこ

　となく、法令や作業手順を遵

　が自らに問いかけ安全作業に

　業台や高所作業車の使用を検討してください。どうしてもはし

　ごや脚立を安全に使用させてください。

　ごや脚立を使用しなければならない場合には、建災防作成の『　

　せる場合には、フルハーネス型安全帯を使用させてください。

　　はしごや脚立は足元が不安定なため、移動式足場、可搬的作

　全帯を使用させてください。

　〈　はしごや脚立の使用　〉

　

　してください。併せて、フックの掛け替え時には、二丁掛け安
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